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目的：

　癌研有明病院病理部のレジデントは、有明病院の臨床材料を用いて、種々の臓器の腫瘍病理診断学を学び、一般病院での腫瘍病理診断が可能となる実力を涵養することを目的とする。さらに、少数の臓器については、特に深く研修し、腫瘍を専門とする臨床医に対しても、有益な病理学的情報を提供できるような病理診断学の実力を養うと共に、臨床・病理学的研究に協力できる能力を養う。

　余裕があれば、臨床に貢献する病理学のみならず、癌研究所の最先端の研究活動を背景として、分子生物学、細胞生物学、ゲノム学を視野に入れた新しい腫瘍病理学の素養を養う。

研修内容：

１．手術材料の病理検索

下記の各臓器の肉眼観察、切り出し、組織学的診断を、研究員・医員の指導の下で行い、病理診断書を作成する。

(1) 消化管, (2) 肝胆膵, (3) 肺, 縦隔, (4) 乳腺, (5) 骨､軟部組織, (6) 泌尿器

(7) 婦人科, (8) 頭頚部腫瘍、(9) 血液・リンパ

２．全臓器の，とくに腫瘍に関する生検診断を研修する。

３．少数臓器の特に深い研修

特に関心の持てる少数臓器について、より専門的な診断を学ぶと共に、その臓器を専門とする研究員・医員の指導の下で病理学的テーマを持ち、臓器の専門学会に所属して、臨床・病理学的研究に参加する。院内では，臨床とのconferenceに出席して、疾患の全体像・全経過を把握すると共に、治療に必要な病理情報を効果的に提供する技術を習得して、チーム医療の一環としての病理診断学を研修する。

４．新しい腫瘍病理学的素養の涵養

腫瘍病理学の入門が終了した段階（病理専門医を取得するレベル）、専門臓器の研修が深まった段階以降、意欲に応じて新しい腫瘍病理学を開拓する研究に参加する。具体的には、専門とする研究員・医員と共に、腫瘍の個別化、治療感受性、腫瘍の発生過程などを、新しい方法論を用いて探求する。

対象：

1． 大学の病理学教室や総合的な臨床科を有する一般病院の病理部などで最低1-2年の人体病理学，外科病理学の基礎的修練をうけていること．具体的には，生検診断，手術材料での診断，剖検診断において，臨床検査技師の補助を受けつつも，医師としては単独で大まか肉眼所見，組織学的所見を採り，主要な疾患を診断し，臨床的な問題点を推定できる程度の，人体病理学の基礎的技量を有すること．

2． 臨床の専門医の資格を取得するなど，専門的な臨床医学の修練を積んだあと，病理診断学的側面の素養を深めたいと考えている臨床医．

	＜研修目標＞

	一般目標（GIO）：病理専門医として適切な医療に貢献するために、診断病理学に必要な知識、技能、態度を身につける。

	

	行動目標（SBO）

	Ⅰ.必要な知識

	１）病理業務に関わる知識

	１．病理業務に関連する法および制度を説明できる。

	２．病理業務に関するリスクマネージメント（医療廃棄物問題を含む）を説明できる。

	３．病理業務の資料を管理し、保存できる。

	４．病理業務でえられた人体材料を研究に用いる際の手続きを説明できる。

	２）病理診断に必要な知識

	１．基本的な病理組織標本の作製過程を説明できる。

	２．免疫組織化学（免染）を含む特殊染色の原理を説明し、結果を評価できる。

	３．電子顕微鏡（電顕）標本の作製過程を説明し、結果を評価できる。

	４．分子病理学的検索の原理を説明し、結果を評価できる。

	５．病理診断に必要な臨床的事項を的確に判断し、病理診断との関連性を説明できる。

	６．病理診断に対してコンサルテーションの必要性を判断できる。

	

	Ⅱ.必要な技能

	（細目設定）

	１．病理解剖を執刀できる。

	２．臨床事項と考察を含めた病理解剖報告書を作成できる。

	３．偏らない臓器・組織から得られた生検、手術材料を診断し、報告書を作成できる。

	４．細胞診材料を診断し、報告書を作成できる。

	５．迅速病理診断において良悪性の判定をし、適切な報告ができる。

	６．基本的な病理組織標本の作製（切出しから標本作製まで）を実施できる。

	７．病理業務におけるバイオハザード対策を実行できる。

	８．CPCや臨床とのカンファレンスにおいて、病理所見を的確に説明できる。

	Ⅲ.求められる態度

	１．病理診断、剖検およびCPCなどに際して患者や遺族に対する配慮ができる。

	２．病理業務において、臨床医と適切に対応できる。

	３．学生、臨床研修医および病理専門医初期研修医に対する病理の指導ができる。

	４．病理業務に関してコメディカルと協調できる。

	５．病理診断の精度管理について積極的に関与する。

	６．学会、研修会、セミナーに積極的に参加する。

	７．病理業務の社会的貢献に積極的に関与する。

	８．人体病理学に関する研究を行い、結果を報告できる。


